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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第29期

第２四半期
連結累計期間

第30期
第２四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年７月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年７月１日
至  平成24年６月30日

売上高 (千円) 2,528,901 2,676,515 5,241,928

経常利益又は経常損失(△) (千円) 33,523 △831,186 154,598

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) 174,997 △834,904 270,490

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 225,841 △842,642 341,498

純資産額 (千円) 4,799,953 3,945,947 4,920,290

総資産額 (千円) 5,658,091 5,127,932 6,363,021

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) 664.38 △3,169.72 1,026.92

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 84.8 77.0 77.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 165,370 △923,342 251,750

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △103,372 △124,293 △25,031

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △136,094 △136,893 △138,421

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,599,891 1,525,747 2,707,907

 

回次
第29期

第２四半期
連結会計期間

第30期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) 811.20 △1,708.54

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第29期第２四半期連結累計期間及び第29期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在

株式が存在していないため記載しておりません。第30期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社、当社の親会社及び子会社１社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間の国内経済情勢は、当初緩やかに回復しつつあるとされながら、その後海外経済

の減速を背景にして弱い動きとなりました。

日銀短観12月調査では、企業の2012年度設備投資計画（ソフトウェアを含む）は、例年を大きく上回って伸

びる見込みとなりましたが、企業の業況感は製造業を中心に慎重なままであり、海外経済の減速等日本経済を

めぐる不確実性は大きいといえ、景気も今後下振れる恐れがあるとみられています。

当社の主要な事業領域であるクレジットカード業界においては、これまで先送りになってきたシステム更

新やハードウェア置換え等の設備投資案件が増加しつつあり、当社製品を利用したシステムの機能強化等の

開発案件の引き合いも増えてきました。

前年度、当社は、新規の業務分野に取組んだ大型開発プロジェクトを受注し、当社の事業領域と売上規模を

拡大する取組みとして、開発作業をすすめてきましたが、第１四半期連結累計期間において受注額を上回る経

費が発生、不採算化し、製造原価が大幅に増加することとなり、営業損失を計上しました。

当第２四半期連結累計期間においては、当該開発プロジェクトによるシステムは稼動を開始しましたが、そ

の後一部に発生した不具合等の修正作業によって計画を超える経費が発生したうえ、開発作業の継続に伴い

今後発生が見込まれる経費について一部を引当計上したため、営業損失は834百万円（前年同四半期は29百万

円の営業利益）となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間においては、売上高は、主に大型開発プロジェクトの受注により、

2,676百万円(前年同四半期比5.8％増)と、前年同期を上回る実績となりましたが、経常損失は831百万円(前年

同四半期は33百万円の経常利益)となり、四半期純損失は834百万円(前年同四半期は174百万円の四半期純利

益)となりました。　

当第２四半期連結累計期間における各セグメント別の状況は以下のとおりです。

 

　　・カードビジネスのフロント業務

　　　　カードビジネスのフロント業務においては、クレジットカード会社やネット銀行向けのシステム開発受託及び

システム保守並びにハードウェア販売等により、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,386百万円（前年同

四半期比30.2％増)となりました。上述のとおり、大型開発プロジェクトの不採算化により営業損失は669百万

円（前年同四半期は155百万円の営業利益）となりました。

 

　　・システムソリューション業務

　　　　システムソリューション業務においては、当社の主要顧客であるクレジットカード会社や証券会社向けのシス

テム開発受託を中心として、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,073百万円（前年同四半期比16.8％減)、

営業損失は39百万円（前年同四半期は97百万円の営業利益）となりました。
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　　・セキュリティシステム業務

　　　　セキュリティシステム業務においては、情報漏えい対策システム「CWAT」の販売及び保守並びにセキュリティ

製品の販売等により当第２四半期連結累計期間の売上高は169百万円（前年同四半期比12.8％増)、営業損失

は53百万円（前年同四半期は127百万円の営業損失）となりました。

 

　　・その他

　　　　上記の各セグメントに含まれないものとして、業務アプリケーションのソースコード上の脆弱性を検知する

パッケージ製品「CxSuite」の販売等による当第２四半期連結累計期間の売上高は　　47百万円（前年同四半

期比95.6％増)、営業損失は72百万円（前年同四半期は96百万円の営業損失）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）　

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ1,235百万円減少し、5,127百

万円となりました。うち流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,386百万円減少し、2,948百万円となりました。

これは主に、現金及び預金1,282百万円の減少があったためです。固定資産は、前連結会計年度末に比べ151百

万円増加し、2,179百万円となりました。これは主に、投資有価証券113百万円の増加があったためであります。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ260百万円減少し、1,181百万

円となりました。これは主に、受注損失引当金122百万円の増加がありましたが、支払手形及び買掛金316百万

円の減少があったためであります。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ974百万円減少し、3,945百

万円になりました。これは主に、利益剰余金966百万円の減少があったためであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

　　　　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、1,525百万円となり、前連結会計年度末に比べて、

1,182百万円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、923百万円の支出（前年同四半期は

165百万円の収入）となりました。これは主に、たな卸資産の減少額131百万円及び受注損失引当金の増加額

122百万円がありましたが、税金等調整前四半期純損失830百万円及び仕入債務の減少額313百万円があったた

めであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、124百万円の支出（前年同四半期は

103百万円の支出）となりました。これは主に、定期預金の払戻しによる収入100百万円がありましたが、投資

有価証券の取得による支出額129百万円及び無形固定資産取得による支出額83百万円があったためでありま

す。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、136百万円の支出（前年同四半期

は136百万円の支出）となりました。これは主に、配当金の支払による131百万円の支出があったためでありま

す。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
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(5) 研究開発活動

　　　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は７百万円であります。

　　　　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,053,600

計 1,053,600

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 263,400 263,400
大阪証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）

単元株制度を採用して
おりません。

計 263,400 263,400 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年10月１日～
　平成24年12月31日

― 263,400 ― 843,750 ― 559,622

 

 

 

 

 

 

(6) 【大株主の状況】

  平成24年12月31日現在
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氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

大日本印刷㈱ 東京都新宿区市谷加賀町１－１－１ 133,307 50.61

安　達　一　彦 横浜市港南区 27,319 10.37

インテリジェントウェイブ
従業員持株会

東京都中央区新川１－21－２ 4,774 1.81

溝　田　元　一 東京都千代田区 3,000 1.14

西　野　秀　樹 横浜市緑区 2,081 0.79

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 2,000 0.76

小　林　弘　二 千葉県八千代市 1,916 0.73

松井証券㈱ 東京都千代田区麹町１－４ 1,858 0.71

中　西　　豊 大阪府東大阪市 1,350 0.51

柴　崎　明　夫 川崎市幸区 1,122 0.43

計 ― 178,727 67.85
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　263,400 263,400 ―

発行済株式総数 263,400 ― ―

総株主の議決権 ― 263,400 ―

(注)  「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が７株（議決権７個）含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年  10月１日から

平成24年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年７月１日から平成24年  12月31日まで)に係る四

半期連結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,807,907 1,525,747

受取手形及び売掛金 814,045 886,253

たな卸資産 ※１
 480,027

※１
 348,571

その他 233,973 188,725

貸倒引当金 △910 △990

流動資産合計 4,335,043 2,948,308

固定資産

有形固定資産 327,201 313,932

無形固定資産 205,794 245,594

投資その他の資産

投資有価証券 990,367 1,103,689

その他 600,180 612,088

貸倒引当金 △95,566 △95,681

投資その他の資産合計 1,494,981 1,620,096

固定資産合計 2,027,977 2,179,624

資産合計 6,363,021 5,127,932

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 616,728 300,383

未払法人税等 － 2,287

賞与引当金 164,463 153,350

受注損失引当金 19,350 141,610

その他 346,635 285,139

流動負債合計 1,147,177 882,771

固定負債

退職給付引当金 158,297 167,222

役員退職慰労引当金 39,260 41,540

資産除去債務 41,510 41,826

その他 56,486 48,624

固定負債合計 295,554 299,213

負債合計 1,442,731 1,181,984
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 843,750 843,750

資本剰余金 559,622 559,622

利益剰余金 3,346,125 2,379,520

株主資本合計 4,749,497 3,782,892

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 197,568 187,733

為替換算調整勘定 △26,775 △24,678

その他の包括利益累計額合計 170,792 163,055

純資産合計 4,920,290 3,945,947

負債純資産合計 6,363,021 5,127,932
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 2,528,901 2,676,515

売上原価 1,854,590 2,928,122

売上総利益又は売上総損失（△） 674,311 △251,607

販売費及び一般管理費 ※１
 645,054

※１
 582,861

営業利益又は営業損失（△） 29,256 △834,469

営業外収益

受取利息 289 387

受取配当金 5,338 5,558

その他 3,996 4,295

営業外収益合計 9,624 10,241

営業外費用

支払利息 － 223

為替差損 2,633 4,170

コミットメントフィー 2,493 2,428

その他 230 138

営業外費用合計 5,356 6,959

経常利益又は経常損失（△） 33,523 △831,186

特別利益

投資有価証券売却益 － 879

特別利益合計 － 879

特別損失

特別損失合計 － －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

33,523 △830,307

法人税、住民税及び事業税 13,381 426

法人税等調整額 △154,855 4,171

法人税等合計 △141,473 4,597

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

174,997 △834,904

四半期純利益又は四半期純損失（△） 174,997 △834,904
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

174,997 △834,904

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 43,044 △9,834

為替換算調整勘定 7,798 2,097

その他の包括利益合計 50,843 △7,737

四半期包括利益 225,841 △842,642

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 225,841 △842,642

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

33,523 △830,307

減価償却費 47,511 61,322

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,095 194

賞与引当金の増減額（△は減少） 45,741 △11,112

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 122,260

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,461 －

関係会社事業損失引当金の増減額（△は減少） △8,795 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,780 8,925

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △21,147 2,280

受取利息及び受取配当金 △5,628 △5,946

支払利息 － 223

コミットメントフィー 2,493 2,428

投資有価証券売却損益（△は益） － △879

売上債権の増減額（△は増加） 345,730 △87,829

たな卸資産の増減額（△は増加） △114,079 131,455

仕入債務の増減額（△は減少） △33,960 △313,324

その他 △20,378 △56,583

小計 264,233 △976,893

利息及び配当金の受取額 5,622 5,840

利息の支払額 － △2,506

コミットメントフィーの支払額 △2,890 △223

法人税等の還付額 － 52,078

法人税等の支払額 △101,594 △1,637

営業活動によるキャッシュ・フロー 165,370 △923,342

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 －

定期預金の払戻による収入 100,000 100,000

投資有価証券の取得による支出 △353 △129,175

投資有価証券の売却による収入 － 1,452

有形固定資産の取得による支出 △10,788 △5,142

無形固定資産の取得による支出 △86,947 △83,089

保険積立金の積立による支出 △4,828 △5,585

その他 △453 △2,752

投資活動によるキャッシュ・フロー △103,372 △124,293

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 500,000

短期借入金の返済による支出 － △500,000

リース債務の返済による支出 △4,173 △4,974

配当金の支払額 △131,920 △131,918

財務活動によるキャッシュ・フロー △136,094 △136,893

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,033 2,370

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △81,129 △1,182,159

現金及び現金同等物の期首残高 2,681,021 2,707,907

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,599,891

※１
 1,525,747
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【継続企業の前提に関する事項】

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年12月31日）

　　　該当事項はありません。

 

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年12月31日）

　　　該当事項はありません。

 

【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年７月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日以後に取得した有形固定資産

については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年12月31日）

　　　該当事項はありません。

 

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

※１　棚卸資産の内訳

商品及び製品 1,095千円

仕掛品 474,665千円

原材料及び貯蔵品 4,266千円
　

※１　棚卸資産の内訳

商品及び製品 19,844千円

仕掛品 324,411千円

原材料及び貯蔵品 4,316千円

　
２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。なお、当座貸越極度額及び貸出

コミットメント契約の総額及び当連結会計年度末借

入未実行残高は2,300,000千円であります。

２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。なお、当座貸越極度額及び貸出

コミットメント契約の総額及び当第２四半期連結会

計期間末の借入未実行残高は2,300,000千円でありま

す。

 

 

 

 

 

 

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
至　平成24年12月31日)
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※１　販売費及び一般管理費の主たるもの

給与手当 266,355千円

研究開発費 2,649千円

賞与引当金繰入額 31,938千円

役員賞与引当金繰入額 1,351千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,565千円

退職給付費用 10,174千円
　

※１　販売費及び一般管理費の主たるもの

給与手当 240,100千円

研究開発費 7,864千円

賞与引当金繰入額 34,854千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,280千円

退職給付費用 10,113千円
　

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
至　平成24年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,701,195千円

預入期間が３か月超の定期預金 △101,304千円

現金及び現金同等物 2,599,891千円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,525,747千円

現金及び現金同等物 1,525,747千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年７月１日  至  平成23年12月31日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年９月28日
定時株主総会

普通株式 131,700 500平成23年６月30日平成23年９月29日利益剰余金

 

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年７月１日  至  平成24年12月31日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月26日
定時株主総会

普通株式 131,700 500平成24年６月30日平成24年９月27日利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年７月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計カードビジネ
スのフロント
業務

システムソ
リューション
業務

セキュリティ
システム
業務

計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,064,2071,290,273149,9492,504,43024,4712,528,901

  セグメント間の内部売上
高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,064,2071,290,273149,9492,504,43024,4712,528,901

セグメント利益又は損失
(△)

155,87097,123△127,561125,432△96,176 29,256

（注）「その他」の区分は、報告セグメントにあたらない部門に該当するものであり、他のセグメントに含まれない他社製品の

ソフトウェアやハードウェアの販売を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容(差異調整に関する事項) 

　　セグメント利益又は損失の金額の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しているため、差異調整は

行っておりません。

 

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年７月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計カードビジネ
スのフロント
業務

システムソ
リューション
業務

セキュリティ
システム
業務

計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,386,1181,073,338169,1942,628,65147,8642,676,515

  セグメント間の内部売上
高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,386,1181,073,338169,1942,628,65147,8642,676,515

セグメント損失(△) △669,567△39,075△53,709△762,352△72,117△834,469

（注）「その他」の区分は、報告セグメントにあたらない部門に該当するものであり、他のセグメントに含まれない他社製品の

ソフトウェアやハードウェアの販売を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容(差異調整に関する事項) 

　　セグメント利益又は損失の金額の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しているため、差異調整は

行っておりません。
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年７月１日
至  平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年７月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）

664円38銭 △3,169円72銭

（算定上の基礎）   

    四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(千円)

174,997 △834,904

    普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）(千円)

174,997 △834,904

    普通株式の期中平均株式数(株) 263,400 263,400

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記

載しておりません。当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 

 (重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成25年２月８日

株式会社インテリジェント ウェイブ

取締役会  御中

三優監査法人

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　杉　田　　　純　　　　　印

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　海　藤　　丈　二　　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イ
ンテリジェント ウェイブの平成24年７月１日から平成25年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成  24年７月１日から平成24年
12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包
括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期
連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対
する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準
に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される
質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥
当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インテリジェント ウェイブ及び連結子会社の平成
24年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 
 
(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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